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予算規模の推移

令和８年度の予算状況は，

事業活動収入 ６６５億１,２３９万円余円
事業活動支出 ６６２億７,４９５万円余円

となっており，事業活動収支差額は，２億３,７４３万円の黒字となっています。
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【事業活動収支】

※R01～R06年度は決算額，R07年度は12月補正後予算額(賞与引当金繰入額21億1827万円を除く)である。
※各年度のグラフ上部の青/赤の数字は基本金組入前当年度収支差額である。
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令和８年度予算の全体像

662 億 7495  万余円（賞与引当金繰入額含）

前年度比 ▲11億 2851万円 ▲1.7%

事業活動支出

2 億 3743  万余円
事業活動収支差

支出内訳

人件費

教育研究経費

医療経費

管理経費
その他

事業活動収入

665 億 1239  万余円
前年度比 10億 8327万円 1.7%

収入内訳

医療収入

学生生徒等納付金

補助金収入 その他

※ 前年度比については令和７年度12月補正予算額との比較。

前年度比 9352万円 65.0% （賞与引当金繰入額 21億1827万円除く）



予算編成方針を踏まえた事業構成

03
経営資源の効率化・最適化に関する事業

（Optimization of Resources）

病院機能を最大限に発揮し、診療体

制の強化を通じて安定的かつ持続的

な医療収益の確保を図る。

01
医療機能・収益基盤に関する事業
（Medical & Revenue Base）

教育・研究の質を堅持・向上させるた

め、人材の確保と育成及び実施体制

の維持・強化を進める。

02
教育・研究を支える人材・体制に関する事業

（Education, Research & Human Resources）

全体最適の視点に立ち、事業の見直

しと業務効率化を通じて経営資源の有

効活用を推進する。

施設・設備の計画的な更新と財務健

全性の確保を両立し、法人運営の持

続可能性を高める。

04
施設設備および財務基盤の持続性に関する事業

（Facilities & Financial Sustainability）

施設・設備の老朽化対応

建物・設備の安全性確保

繰越支払資金の積み上げ

財務体質の改善・強化

医学教育の質の維持・向上

研修医・専修医の確保・配置

若手教職員の育成

研究体制整備、外部資金獲得

医療収入の確保・増収

病床管理・先進医療機器稼働

医療材料費の管理

診療科別収支管理

スクラップ＆ビルド

不採算事業の見直し

人員配置の適正化

IT導入、業務効率化
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主要事業の取組内容

03 経営資源の効率化・最適化に関する事業

● 組織運営の効率化

―人員配置の適正化、業務プロセスの効率化

● コスト構造の最適化

―実効性の高い収入を基に、優先事業へ支出配分

―人件費の抑制：空きポスト原則埋めず

―業務経費のゼロベース見直しと配分精査

Education, Research &
 Human Resources

Optimization of 
Resources

01 医療機能・収益基盤に関する事業

● 手術・高度医療の強化（1,226,817千円）

―麻酔科体制強化による手術件数拡大

―高精度放射線治療装置更新

―救急救命生体情報モニタリングシステムの更新

● 診療体制の高度化（29,418千円）

―診療看護師（NP）配置拡充

―医学教育センターの体制強化

―診療DXによる病床回転の促進

―電子処方箋・画像連携等の導入による診療効率の向上

―臨床研究支援センター機能の強化（CRC専従配置）

● 診療収益の向上（422,611千円）

―病床管理による稼働率向上

―患者構成や医療需要に即した病棟再編

―救急受入強化による新入院患者の確保

―地域連携を通じた紹介患者の拡大

―診療科インセンティブによる診療活性化

―主要事業の進捗・収支状況の定期的モニタリング

―四半期モニタリングによる実行性確保

Medical &
Revenue Base

02 教育・研究を支える人材・体制に関する事業

● 教育環境整備（40,564千円）

―看護学部の講義演習用の教育用シミュレータ更新

―Ｃ棟講義室の音響機器の更新

―入試制度改革に伴う入試システムの整備

● 研究推進（7,503千円）

―若手研究者助成

―外部研究資金（科研費・AMED等）獲得支援

● 高度人材育成，教育の質向上（21,855千円）

―看護学研究科博士課程設置

―医学教育分野別評価２巡目受審

―教育活動の質向上に資するインセンティブ制度

Education, Research & 
                           Human Resources

Optimization 
       of Resources
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主要事業の取組内容

Optimization of 
Resources

Facilities &
 Financial

Medical &
Revenue Base

04 施設設備および財務基盤の持続性に関する事業

● 施設設備の維持更新（72,000千円）

－エレベータ劣化部品取替

－中央監視用設備等の更新

● 安全運営基盤の強化（350,900千円）

－無停電電源装置更新

－G-2,G-3非常用発電機廃止に伴う改修工事

● 財務基盤の強化

－資金収支を踏まえた支出管理による経常収支の黒字化

―部門別収支管理・予算管理の徹底

 Facilities &
Financial Sustainability
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